
　当市は「思いやりと文化を育む人づくりのまち」を掲げて、郷土が誇る先人佐藤一斎の教

えを基に「市民三学運動」を展開し、読書に力を入れています。学校での読書活動は、児童

生徒の図書委員会と学校図書館が中心となります。学校図書館は、趣味の読書だけでなく、

教科の学習や調べ学習など教育活動の充実に大きな役割を担っています。また市中央図書館

や巡回学校図書館司書、地域の読書ボランティアなどの活動により、子どもたちの読書への

関心も高まっています。

　ここでは、市内の学校で行われている読書活動について紹介します。

□問い合わせ　学校教育課　志４３-２１１２（内線３５２）

特集

▲読書活動が活発な大井第二小学校（図書館）。写真は図書委員の皆さん

１カ月当たりの貸出冊数

※貸出冊数は、小学校１５校、
中学校８校の１カ月当たりの
平均貸出冊数。中央図書館は、
中央図書館から小中学校へ貸
し出した平均冊数

▲

恵
那
東
中
は
、
毎
日
、
全
校
生
徒
が

１０
分
間
朝
読
書
を
行
う
。
集
中
力
を
高

め
授
業
に
向
か
う

学校の
読書活動

た
く
さ
ん
本
を
借
り
る
子
ど
も
た
ち

　

今
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、

読
書
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
や
給
食
配
膳
時
の
読
書
、
読

み
聞
か
せ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
教

科
・
総
合
学
習
や
行
事
の
調
べ
学

習
な
ど
、
本
に
触
れ
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
読
書
環
境
の
面
で
も
、
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校
図
書
購
入

費
の
充
実
や
巡
回
学
校
図
書
館
司

書
の
配
置
、
市
中
央
図
書
館
に
よ

る
図
書
配
本
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
児

童
生
徒
の
さ
ら
な
る
読
書
活
動
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

過
去
３
年
間
の
小
中
学
校
別
で

学
校
図
書
館
の
１
カ
月
間
の
貸
し

出
し
冊
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
小

中
学
校
と
も
に
着
実
に
増
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
市
中
央
図
書
館
の

本
を
、
学
校
の
希
望
に
応
じ
て
貸

し
出
す
「
配
本
シ
ス
テ
ム
」
の
利

用
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
で
の
本
の
利
用

の
仕
方
が
広
が
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
の
読
書
は
も
ち
ろ

ん
、
授
業
や
行
事
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
集
め
る
読
書
、
読

遊
ぼ
う

学
ぼ
う

本
の

世
界
で

み
聞
か
せ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
紙

芝
居
の
よ
う
に
形
を
変
え
た
読
書

な
ど
、
本
の
利
用
や
楽
し
み
方
が

多
様
に
な
っ
た
結
果
、
貸
し
出
し

冊
数
が
増
え
た
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
各
学
校
で

は
、
読
書
を
学
校
経
営
の
柱
に
し

た
り
、
児
童
生
徒
の
図
書
委
員
会

活
動
を
活
発
に
し
た
り
、「
生
き

方
学
習
」
や
「
先
人
学
習
」
と
い

っ
た
テ
ー
マ
学
習
で
利
用
し
た
り

し
て
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

読
書
を
通
じ
豊
か
な
人
間
性
を
築
く

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
は
、
子
ど

も
が
言
葉
を
学
び
、感
性
を
磨
き
、

表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か

な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く

生
き
る
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
て

い
く
上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

　

ま
た
総
合
的
な
学
習
や
社
会
見

学
な
ど
の
事
前
学
習
で
、
テ
ー
マ

に
向
け
た
調
べ
学
習
を
通
し
て
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
や
態
度
を
育
成

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
図
書
館
で
の
本
の
貸
し

借
り
や
飾
り
付
け
な
ど
を
、
児
童

生
徒
に
よ
る
図
書
委
員
が
自
主
的

に
行
う
こ
と
で
、
自
治
能
力
を
培

い
、
自
立
の
精
神
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
児
童
生
徒
に
落
ち
着

き
が
出
て
き
た
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。

　

一
言
で
言
え
ば
「
豊
か
な
人
間

性
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
校
で
の
読
書

は
、
今
日
の
学
校
教
育
に
と
っ
て

大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

小中学校の平均貸出冊数の推移

年　度 中学校

平成２１年度 １４９冊

平成２２年度 １５２冊

平成２３年度 ２６２冊

年　度 中央図書館

平成２１年度 ４１２冊

平成２２年度 ７８６冊

平成２３年度 ８２７冊

年　度 小学校

平成２１年度 １,３４３冊

平成２２年度 １,４４２冊

平成２３年度 １,６９５冊
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平成２２年度 平成２３年度平成２１年度

小学校

中学校

中央図書館

（冊）

小
学
校
の
平
均

貸
出
冊
数

中
学
校
の
平
均

貸
出
冊
数

図
書
館
か
ら
小
中
学

へ
の
平
均
貸
出
冊
数
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★
大
井
第
二
小
学
校

図
書
委
員
が
大
活
躍

　

大
井
第
二
小
学
校
で
は
、
図
書

委
員
１５
人
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

読
書
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
委
員
は
「
全
校
の
み
ん
な

に
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」「
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
、

本
と
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
い
な
が
ら
活
動
を
展
開
。
本
の

貸
し
出
し
や
整
理
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
本
の
借
り
方
、
扱
い
方
な
ど

を
図
書
館
マ
ナ
ー
と
し
て
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

読
書
ま
つ
り
を
知
ら
せ
る
た
め
に

「
図
書
館
だ
よ
り
」
も
発
行
。
図

書
委
員
は
、
自
分
の
担
当
学
級
に

行
っ
て
配
布
し
、
大
切
な
こ
と
を

直
接
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
環
境
の
整
備
や
読
書
の
大

切
さ
の
Ｐ
Ｒ
も
重
要
な
活
動
で
す
。

　

ま
た
年
に
２
回
あ
る
読
書
月
間

で
は
「
読
み
き
り
パ
ズ
ル
」
な
ど
多

く
の
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
ま
つ
り
で
は
、
全
校
児
童

が
集
ま
っ
た
体
育
館
で
、
図
書
委

員
が
朗
読
劇
「
だ
っ
て
だ
っ
て
の

お
ば
あ
さ
ん
」を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
朗
読
劇
は
、
８
月
に
行
わ
れ

た
学
校
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
で
も
発

表
し
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

校
内
の
各
図
書
館
通
り
（
廊
下
）

１.手作りの国旗を準備して行う「国旗当てクイズ」（岩
邑小）２.楽しい飾りでワクワクする図書館の入り口（大
井第二小）３．秋のキャンペーン活動での目標（大井小）

★
岩
邑
小
学
校

ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド

　

「
一
番
印
象
的
だ
っ
た
コ
ー

ナ
ー
は
『
歴
史
パ
ズ
ル
』。
パ
ズ

ル
を
組
み
立
て
て
み
た
ら
、
織
田

信
長
や
昔
の
人
に
な
っ
た
か
ら
、

び
っ
く
り
」「
こ
れ
か
ら
は
、
マ

ン
ガ
以
外
の
本
も
読
ん
で
み
た

い
。本
博
士
に
な
っ
た
み
た
い
だ
」

と
楽
し
そ
う
な
声
が
各
教
室
や
体

育
館
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
な
ど
か
ら

聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１２
月
１
日
に
岩
邑
小

学
校
で
行
わ
れ
た
児
童
会
行
事
の

ふ
れ
あ
い
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
。
こ

の
行
事
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
６

年
生
が
中
心
と
な
り
、２
分
類「
歴

史
人
物
パ
ズ
ル
」、
４
分
類
「
お

も
し
ろ
理
科
実
験
」、９
分
類
「
読

み
聞
か
せ
」
と
い
う
よ
う
に
、
０

か
ら
９
分
類
の
本
に
ち
な
ん
だ
楽

し
い
コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
た
同
校

の
主
要
行
事
で
す
。

●中央図書館は、学校とどのように
連携しているんですか
　学校への本の配送、ブックトーク
や読み聞かせ、セカンドメッセージ
事業、子ども司書講座、職場体験の
受け入れ、読書活動展などで、園児
や児童、生徒の読書生活に一役買っ
ています。
●ブックトークって何ですか
　「へんしん（変身）」や「食べ物」
などテーマにそった複数の本を、そ
の面白さが分かり興味を持ってもら
えるように紹介することです。
●学校への本の配送サービスはどの
ようにやっているのですか
　学校からファクスで注文を受け、
毎週木曜日に学校を回っている配送
車で本を届ける仕組みです。
●セカンドメッセージ事業を具体的
に教えてください
　子どもが小学校へ入学する保護者
を対象に、子どもに読んであげたい
　　　　　本、読んでほしい児童書
　　　　　　や絵本を紹介した小冊
　　　　　　子を配布しています。
　　　　　　●市民の方へ一言　　
　　　　　　　図書館では、子ども
　　　　　　　たちが本好きになる
　　　　　　　ようさまざな工夫を
　　　　　　　しています。ぜひ、　
　　　　　　　本の素晴らしさを知
　　　 　　　ってください。

楽しい学校図書館へ

　私たちは、それぞれ恵那西
中学校と大井第二小学校、岩
邑小学校を拠点に、市内２３校
の小中学校と公立幼稚園３園
を巡回し、子どもたちが本を
好きになるようにお手伝いを
しています。
　図書館の模様替えから教室
での読み聞かせ、ブックトー
クなど幅広く活動しています。
特に、図書館での本のレイア
ウトはこだわっています。楽
しくワクワクするような図書
館を目指して活動しています。

▲巡回学校図書館司書の皆さん

　

当
日
は
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を

持
ち
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
形

式
で
各
コ
ー
ナ
ー
を
、
ふ
れ
あ
い

グ
ル
ー
プ
（
１
年
か
ら
６
年
生
の

異
年
齢
グ
ル
ー
プ
）
で
回
り
ま
し

た
。
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
み

ん
な
で
楽
し
め
る
よ
う
に
、
歴
史

ク
イ
ズ
や
国
旗
当
て
ク
イ
ズ
、
科

学
実
験
体
験
、
楽
し
い
工
作
な

ど
、
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
工
夫

が
い
っ
ぱ
い
。
６
年
生
に
連
れ
ら

れ
て
、
１
年
生
の
子
ど
も
た
ち
も

本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

工
夫
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
年
齢

の
違
う
児
童
が
「
読
書
」
を
通
じ

て
交
流
す
る
こ
と
で
、
普
段
あ
ま

り
読
ま
な
い
分
類
の
本
の
お
も
し

ろ
さ
に
触
れ
、
読
書
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。

に
「
葉
っ
ぱ
の
飾
り
」
が
つ
り
下

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
推

薦
図
書
を
読
も
う
」
と
題
し
た
活

動
で
、
学
年
に
応
じ
た
推
薦
図
書

（
各
１０
冊
）
を
読
み
切
る
と
図
書
委

員
が
作
成
し
た
「
葉
っ
ぱ
」
が
も

ら
え
ま
す
。
そ
こ
に
自
分
の
名
前

を
書
き
、
学
級
ご
と
に
そ
の
葉
っ

ぱ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。
そ
れ

を
全
校
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。

　

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
し
お
り

を
も
ら
お
う
」
で
は
、　

図
書
館

内
や
図
書
館
通
り
に
、
図
書
に
関

わ
る
ク
イ
ズ
が
貼
っ
て
あ
り
、
児

童
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
イ
ズ
を
解
い

て
い
き
ま
す
。
正
解
す
れ
ば
図
書

委
員
か
ら
シ
ー
ル
を
も
ら
い
、
全

問
正
解
で
、
図
書
委
員
手
づ
く
り

の
し
お
り
が
も
ら
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
図
書
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
続
け
た
結
果
、
第

二
小
学
校
は
、
昨
年
度
に
東
濃
地

区
学
校
図
書
館
教
育
賞
で
総
合
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
校
の
読
書
量
は
一
年
間

で
４
万
６
千
冊
を
数
え
ま
す
。

　

児
童
か
ら
は
「
図
書
館
へ
行
き

た
い
」「
こ
ん
な
本
も
読
ん
で
み

た
い
」
な
ど
と
い
う
声
が
た
く
さ

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

友
達
同
士
や
６
年
生
が
１
年
生

を
誘
っ
て
本
を
借
り
る
姿
は
、
自

然
な
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲岡崎信美館長

　　  地域の方を
   招待する読書ま
 つりは、楽しいです。
　学年ごとで行う出し
　物は、いろんな本の
　 物語が分かって　
　　おもしろいよ。

特色ある読書活動

読み聞かせを３年生が行う（武並小）

電子黒板での読み聞かせ（上矢作小）

読書まつりで劇を披露（恵那北小）

～各校の取り組み～

▲勝田宗
しゅう

平
へい

君
　（恵那北小６年）

本好きな子に
学校の読書活動

　市内の小中学校では、図書委員会を中心に、

図書館祭りや図書の貸し出しなどを行い、読

書活動を盛り上げています。市内の学校から

２年連続で東濃地区図書館教育賞を受賞しま

した。ここでは大井第二小学校（昨年度総合

優秀賞）と岩邑小学校（本年度優秀賞）の活

動を中心に学校の読書生活を紹介します。

３

１

２

中央図書館長さんに聞く
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　市では、学校や家庭、地域での読
書活動を進めています。読書をする
とはどういうことなのか。朝読書を
はじめとする学校の読書活動に対す
る思いを語っていただきました。

地
域
で
取
り
組
む
読
書
活
動

　

現
在
、
市
内
に
は
、「
ブ
ッ
ク

サ
ポ
ー
タ
ー
か
み
や
は
ぎ
」、「
た

け
な
み
ブ
ッ
ク
フ
レ
ン
ド
き
つ
つ

き
」、「
中
野
方
お
は
な
し
会
や
ま

び
こ
」
の
３
つ
の
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
設
立
さ
れ
、
地
域
で
学
校

の
読
書
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
地
域
の
方
々
が
中

心
と
な
り
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
子

ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
や
本

の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
３
団
体
に
４４
人
が
登
録

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
読
み
聞
か
せ
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て

本
を
紹
介
す
る
テ
ー
マ
図
書
室
の

開
催
。
小
学
校
な
ど
で
、
年
齢
に

応
じ
工
夫
を
凝
ら
し
た
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

を
地
域
に
生
か
す
た
め
に
、
自
ら

も
地
域
読
書
活
動
合
同
研
修
会
な

ど
で
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
か

み
や
は
ぎ
は
、
地
域
で
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
本
年
度
は
県
地
域
こ

ど
も
支
援
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
、読
書
を
通
じ
て「
地

域
を
つ
な
ぐ
力
に
な
る
～
本
を
通

し
て
大
人
と
子
ど
も
が
ふ
れ
あ
え

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
本
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
、
豊
か
な
読
書
活

動
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
主
に
乳

幼
児
学
級
や
保
育
園
、
小
中
学
校

な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
上
矢
作
小
中
学
校

に
「
上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
図
書
室
文

庫
」
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
地

域
の
方
々
の
読
書
生
活
が
豊
か
に

な
り
、
学
校
と
地
域
が
結
び
つ
い

て
い
き
ま
す
。●足立篤美（あだちあつみ）

市中央図書館「天の川イベント実行委員会」学校
代表、「学校図書館主任研修会」顧問として読書
活動推進に関わっている。
平成２３年４月から恵那東中学校長を務め、現在
に至る。

インタビュー

　　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日

　

皆
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
、
本
を

読
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
眠
り
に
つ

い
た
こ
と
、
こ
た
つ
で
一
人
絵
本

を
読
ん
だ
こ
と
、
毎
年
４
月
に
配

ら
れ
る
新
し
い
教
科
書
の
匂
い
、

徹
夜
で
読
ん
だ
文
学
全
集
、
な
か

な
か
寝
付
か
な
い
子
ど
も
に
読
み

聞
か
せ
た
絵
本
な
ど
…
本
の
思
い

出
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
い

つ
も
本
と
一
緒
に
い
ま
し
た
。　

　

現
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

瞬
時
に
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
学

校
の
現
場
で
も
、
電
子
黒
板
に
始

ま
り
、
今
後
ま
す
ま
す
電
子
書
籍

や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
が
活
用

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
を
手
に
取

り
広
げ
て
読
む
「
読
書
」
が
、
や

は
り
学
び
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を

「
読
書
の
日
」
と
し
て
、
学
校
や

地
域
、
家
庭
で
の
読
書
を
推
進
し

て
い
ま
す
。読
ん
だ
本
に
つ
い
て
、

家
族
で
話
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
家
族
で
の
輪
読
も
面
白
い

も
の
で
す
。
読
書
を
通
じ
て
、
家

族
の
絆
が
ぐ
っ
と
深
ま
り
ま
す
。

　

本
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
知
的
で
心
豊

か
な
大
人
に
な
り
、
社
会
で
活
躍

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

読書は学問の基礎
読むことで「心」
を育む

　

子
ど
も
た
ち
は
「
本
が
大
好
き
、
図
書
館

が
大
好
き
、
読
ん
で
も
ら
う
の
は
も
っ
と
好

き
」
で
す
。
あ
る
子
は
、
絵
本
や
物
語
の
世

界
に
浸
っ
て
、
心
を
躍
ら
せ
た
り
、
想
像
の

翼
を
広
げ
た
り
し
ま
す
。
あ
る
子
は
、
自
然

の
英
知
や
人
間
の
努
力
で
積
み
重
ね
て
き
た

知
恵
の
深
さ
を
知
る
こ
と
で
、
知
的
好
奇
心

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
の
響
き
や
言
葉

が
織
り
な
す
世
界
へ
踏
み
込
む
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
り
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
が
体
験
し
た
り
、感
じ
た
り
、

考
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
一
生
の
間
に
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
図
書
館
や
本
の
中
は
、
宝
の
山
で
す
。

　

読
書
は
、
自
分
で
は
行
け
な
い
世
界
へ
入

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
り
、

物
語
の
中
の
登
場
人
物
に
共
感
し
た
り
反
発

し
た
り
…
。

　

新
し
い
気
付
き
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議

を
解
き
明
か
し
て
き
た
人
間
の
知
恵
の
豊
か

さ
な
ど
、
言
葉
で
表
す
感
動
の
世
界
に
、
思

わ
ず
涙
が
溢
れ
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
感
じ
、
自
ら
考
え
る
こ
と
が
人
生

を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

今
、
読
書
離
れ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
市
内
の
子
ど
も
た
ち
は
、
全
て
の
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
朝
読
書
を
通
し
て
、
ど
の

子
も
じ
っ
く
り
本
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま

す
。
や
が
て
、
子
ど
も
た
ち
は
独
り
立
ち
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
と
き
の
た
め
に
、
悩
み

困
難
な
と
き
に
心
の
支
え
に
な
る
本
、
心
を

洗
う
ほ
ど
感
動
す
る
本
、
自
ら
の
世
界
を
広

げ
豊
か
に
す
る
本
と
の
出
会
い
を
増
や
し
て

あ
げ
た
い
。

　

教
育
の
世
界
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
で
国
語
の
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
「
言
語
環

境
の
整
備
と
言
語
活
動
の
充
実
・
学
校
図
書

館
の
利
活
用
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学

校
で
は
、人
間
形
成
や
情
操
を
養
う
読
書
と
、

記
録
・
要
約
・
説
明
・
論
述
す
る
活
動
が
強

調
さ
れ
「
読
む
・
聞
く
・
書
く
・
話
し
合
う
」

こ
と
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
本
が
大
好
き
で
す
。
幼

い
こ
ろ
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
体
験
の

多
い
子
ど
も
ほ
ど
、
本
が
好
き
で
す
。
学
校

や
家
庭
、
地
域
の
中
で
「
読
ん
で
も
ら
う
こ

と
・
一
緒
に
読
む
こ
と
・
自
分
で
読
む
こ
と
」

を
通
し
て
、
読
書
そ
の
も
の
の
楽
し
さ
と
、

読
書
を
通
し
て
広
く
深
く
考
え
る
楽
し
さ
、

そ
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し

さ
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
言
葉
の
世
界
と
生
き
方

が
、
よ
り
豊
か
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

▲クリスマス読み聞かせコンサートを開催
▲ブックサポーターかみやはぎ代表
梅本信枝さん

　読書ボランティアは、地域の読書生活を豊
かにするために、地域の方が中心となって活
動している団体。市内には、「ブックサポーター
かみやはぎ」、「たけなみブックフレンドきつ
つき」、「中野方おはなし会やまびこ」があり、
保育園や学校を拠点に読み聞かせなど、子ど
もたちの読書生活を支えています。

本の楽しさ子どもに伝える

学校を支える読書ボランティア

　私たちブックサポーターかみやはぎは、

市中央図書館の提案を切っ掛けに、平成

１９年に発足し、現在、上矢作町を中心に

１３人で活動しています。

　当時は、ＰＴＡの方が中心でしたが、

今では地域の方も加わり活動の幅も広が

ってきました。活動内容は、主に読み聞

かせや図書の整理、イベントの開催など

です。子どもたちの読書の手助けになれ

ばと、夏休みに「子どもの読書月間」と

して課題図書を紹介しました。

　また子どもたちが読んできた本の記録

は、大切な成長の証になる

と考え、小学生になった

子どもたちへ「読書記

録ノート」を配ってい

ます。

　私たちの活動が、学校

と地域との懸け橋とな

り、さらに地域の方

たちの絆が深まるこ

とを願っています。

　私たちも楽し

んで活動してい

ますし、地域の

子どもたちの

成長が楽し

みです。

学校と地域のつながりのために


